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　私たちの生活の中でガソリンなど
の燃料や、塗料などの危険物は幅広
く利用されています。
　しかし低い温度でも着火しやす
く、ひとたび取り扱いを誤ると、生
命や財産を一瞬で奪ってしまう恐れ
があります。
　ガソリン・灯油・軽油などは、目
に見えない可燃性蒸気が発生します
ので、周囲での火気の使用は絶対に
やめましょう。
　また家庭内には危険物を含むいろ
いろな製品がありますので、取扱説
明書や注意書きをよく読み、正しく
安全に使用しましょう。
「危険物　めざせ完封　ゼロ災害」
問郡山市消防本部予防課
☎024-923-1850

　「災害時要援護者」とは、高齢者・
障がい者・介護認定者など災害時に
手助けが必要な方をいいます。
　地震や水害などの災害時に、要援
護者が身を守るには、事前の準備と
地域の方々の助け合いが必要です。
　要援護者の避難支援には、自助・
共助を基本とした迅速・確実な情報
伝達や避難誘導体制を整えて、具体
的な避難支援計画を決めておくこと
が大切です。
　日頃から、町内会、自主防災会な
どが中心となり、地域全体が一体と
なって、災害時要援護者の避難支援
体制づくりを進めましょう。
「防災は　家族と地域の　絆から」
問郡山市消防本部消防課
☎024-923-8173

消防 災害時要援護者対策の
推進

消防 危険物からの事故防止

福祉

　児童手当受給者は、毎年６月に現
況届の提出が義務付けられていま
す。これは、受給者の健康保険の加
入状況や児童の扶養状態などを確認
するためのものです。
　この現況届を提出しなければ、６
月以降の手当が支給されません。
　手当の受給者には個別に通知して
いますので、必要書類を確認の上、
６月末日までに忘れずに提出してく
ださい。
問健康福祉課　☎72-6934

児童手当　現況届を忘れ
ずに！

■趣旨
　高齢社会を迎え長寿者が年ごとに
増加する中にあって、夫婦そろって
結婚50年の金婚式を迎えることは、
まさに慶祝すべきことです。夫婦が
ともに助け合い力を合わせて良き家
庭を築き、地域社会に貢献してきた
労苦に報いるため、県内で金婚を迎
えるご夫婦に表彰状と記念品を贈
り、県民みんなでこれを祝福しよう
とするものです。
■主催
　財団法人福島県老人クラブ連合
会、株式会社福島民報社
■後援
　福島県、福島県市長会、福島県町村会
■表彰該当者
　昭和37年１月１日から同年12月
31日までに結婚した夫婦全組を対
象とします。
　ただし昨年までに届け出漏れの
あった方もその対象となります。
■受付期間　７月14日㊏まで
※新聞紙上に掲載する都合上、締め
　切りまでにお願いします。
■申し込み方法
　所定の申込書に必要事項を記入の
上、老人クラブ連合会会長に提出し

てください。
　なお金婚夫婦申込書は老人クラブ
連合会会長宅、健康福祉課、小野町
社会福祉協議会にあります。
■表彰伝達
　９月17日㊊に行われる小野町敬
老会の席上で表彰します。なお表彰
式では１組が代表受理となります。
■その他
　９月に福島民報「祝:金婚夫婦」特
集で氏名、年齢が掲載されます。な
お福島民報社では金婚アルバムを発
行しますが、その他の業者のいかが
わしいセールスなどには十分にご注
意ください。
問小野町社会福祉協議会　☎72-6866
問小野町老人クラブ連合会会長（村上久さん）
☎73-2408

福祉 しあわせ金婚夫婦表彰の
ご案内

　電気器具は便利なものですが、
誤った使用方法や不注意から火災と
なる場合があります。使用する際に
は、次のことに注意しましょう。
◎電気配線からの出火防止
・コンセントを定期的に掃除し、差
　し込みプラグに付いたほこりなど
　を取り除く。
・傷付いたコード、束ねた状態や重い
　ものを載せた状態では使用しない。
・たこ足配線は絶対にしない。
◎電気器具の点検
・古い電気器具を使用するときや、
使用中に普段と違った音や動きに
気付いたときは、すぐに使用をや
め、専門の業者に点検を依頼する。
◎電気器具の正しい使用
・取扱説明書をよく読み、誤った使
い方をしない。
・プラグが変形しているものは使用
しない。また使用しないときは差
し込みプラグをコンセントから抜
く。
問郡山市消防本部予防課
☎024-923-8172

消防 電気器具の安全な
取り扱い


